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Interventions in mental states via ipRGC-modulating light

ipRGCを変化させるステルス光を用いた心理状態の改善

集中力を高める特殊な光

どんな研究
様々な目のデータから心理状態を読み取る「マインドリーディング」と呼ばれる研究が進められていましたが、
読み取った情報の活用は十分ではありませんでした。本研究では、特殊な光を用いてユーザに意識させること
なく集中力向上や疲労感をやわらげる技術の探求を行っています。

どこが凄い
ipRGCという目の光受容体をうまく利用することで、ユーザに気づかせることなく波長を制御できる「ステル
ス光」が設計できます。この光のもとでタスクを行った人に対して、情報の整理・活用能力の向上や、眠気・
疲労の軽減といった効果を得ることに成功しました。

めざす未来
今回の成果を応用すると、ユーザの望ましい心理状態に無意識に近づけることができます。ステルス光を、ユー
ザの状態に合わせて変えることで、自律神経を整えたり、仕事を効率的に行えるなど、それぞれの人に最適な
照明環境の提供をめざしています。
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